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「白鷹町自立のまちづくり計画

～行財政改革プログラム～」を策定しました③

児童扶養手当と

特別児童扶養手当についてのお知らせ④
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白鷹スキー場祭り開催
２月27日、白鷹町営スキー場で第23回白鷹スキー場祭りが開催されました。みかん拾いや餅つき、お楽しみ抽選会などが行われ、
大勢の家族連れでにぎわいました。
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「白鷹町食の文化街道推進会議」
食アメニティ・コンテスト

優秀賞受賞！

　

２
月
22
日
（
火
）
に
、
東
京
都

千
代
田
区
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
に

お
い
て
、
農
林
水
産
省
主
催
「
平

成
16
年
度
（
第
14
回
）
食
ア
メ
ニ

テ
ィ
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
会

・
結
果
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
女
性
で

ひ
ろ
げ
る
地
産
地
消
」
と
い
う
副

題
の
と
お
り
、
農
山
漁
村
の
女
性

グ
ル
ー
プ
が
地
域
の
特
産
物
を
生

か
し
、
地
域
の
食
文
化
の
保
存
・

開
発
と
そ
の
普
及
に
自
主
的
に
取

り
組
み
、「
食
」
を
通
じ
て
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
る
優
秀
な
活

動
事
例
を
表
彰
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

山
形
県
か
ら
は
本
町
の
「
白
鷹

町
食
の
文
化
街
道
推
進
会
議
」
が

参
加
。
応
募
総
数
41
団
体
の
う
ち
、

本
町
を
含
む
９
団
体
が
最
終
審
査

会
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
審
査
会
場
で
は
、
エ
ゴ

マ
の
か
い
も
ち
、
な
ん
ば
ん
大
根

煮
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
が
普
段
親

し
ん
で
い
る
味
が
白
鷹
町
の
試
食

作
品
と
し
て
出
さ
れ
、
見
事
に
最

高
賞
と
な
る
優
秀
賞
（
農
林
水
産

大
臣
表
彰
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
県
内
初
の
入

賞
で
す
。

　

　

「
白
鷹
町
食
の
文
化
街
道
推
進

会
議
」
は
、
町
内
の
農
産
加
工
活

動
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
む
人

た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
、
10

団
体
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

各
々
の
推
進
会
議
メ
ン
バ
ー
は
、

各
地
域
で
食
文
化
の
伝
承
や
創
造

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
推

進
会
議
は
情
報
交
換
、
研
究
開
発

の
場
と
し
て
大
き
な
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た

も
の
の
１
つ
が
、「
エ
ゴ
マ
ダ
レ
の

か
い
も
ち
」
で
す
。
昔
な
が
ら
の

郷
土
料
理
を
お
い
し
く
復
活
さ
せ

ま
し
た
。

　

選
抜
隊
と
し
て
参
加
し
た
中
川

敏
子
さ
ん
は
、
受
賞
を
喜
び
な
が

ら
も
「
こ
れ
か
ら
の
活
動
が
ま
す

ま
す
重
要
。
改
め
て
食
の
大
切
さ

を
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
現
在
で
は
「
置

賜
さ
く
ら
回
廊
う
ん
ま
え
も
の
茶

屋
」
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
食
の

魅
力
発
信
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、

全
国
か
ら
多
く
の
人
び
と
を
呼
び

寄
せ
、
交
流
拡
大
の
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

春
の
さ
く
ら
回
廊
う
ん
ま
え
も

の
茶
屋
を
ぜ
ひ
巡
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

白鷹町食の文化街道推

進会議の選抜メンバー。

左から「十二の桜会」金

子よね子さん、宮澤ヨ

ネ子さん、「ぬくもり会」

中川敏子さん、「まぁ・

どんな会」佐藤洋子さ

ん。右は会長の中川順

一さん。

受賞風景

エゴマダレのかいもち
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●行財政改革プログラム
項　目 内　容

１　町税収入の確保 収納率向上のための口座振替の促進
２　使用料・手数料等の見直し 各種検診の自己負担の見直し

人間ドックの自己負担の見直し
高齢者インフルエンザ予防接種自己負担の見直し
外出支援サービス自己負担の見直し
寝具洗濯等サービス自己負担の見直し
斎場使用料の見直し
体育館使用料の見直し

３　遊休資産の活用 遊休土地の処分
４　人件費の抑制 給与・職員数の削減

非常勤特別職報酬の見直し
５　内部管理経費の削減 物件費の削減
６　補助金・負担金の削減 団体運営費補助等の見直し
７　扶助費の見直し おむつ支給事業の見直し

心身障害者福祉タクシー利用事業の見直し
介護負担の減免基準の見直し

●協働のまちづくり推進
項　目 内　容

１　協働のまちづくり推進事業補助金 町民の自主的な事業に対する補助
２　パークゴルフ場整備事業 団体・町民・行政の協働によるパークゴルフ場の整備
３　中山間地直接支払推進事業 中山間地への地域づくりに関する交付金
４　協働のまちづくり農村整備事業 住民主体で行う農道整備等に対する材料支給等
５　協働のまちづくり森林整備事業 住民主体で行う林道整備等に対する材料支給等
６　協働のまちづくり道路河川整備事業 住民主体で行う道路河川整備に対する材料支給等
７　住民主体の地区公民館運営 町主体の運営から地域主体の運営へ
８　ふるさと交流大使との協働促進 情報交換会や交流事業の開催
９　荒砥高校活性化ビジョン支援事業 荒高21世紀ビジョン検討委員会、荒高を考える会への補助
10　しらたか的音楽映画塾開催事業 白鷹を舞台とした映画と音楽の祭典

「白鷹町自立のまちづくり計画
～行財政改革プログラム～」　　　

を策定しました
　自立による生き残りと地域特性を生かしたまちづくりを進めていくための「白鷹町自立のまちづくり計画」を策
定しました。これは昨年12月に全戸配布した中間報告について、行革懇話会等のご意見をいただき最終版として取
りまとめたものです。地方自治体を取り巻く状況は非常に厳しいものがありますが、計画の実現については、町民
各位のご理解ご協力をお願いします。なお、本文は役場政策改革課、中央公民館および各地区公民館に備え付けて
おりますのでご覧ください。町のホームページでもご覧いただけます。

平成17年度に実施予定の主なもの

問い合わせ　政策改革課行財政改革係（☎85－6124）
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児童福祉に関連する制度・手当を紹介します

児童扶養手当と特別児童扶養手当
児童扶養手当

　児童扶養手当とは父の死亡、父母の離婚などにより、
父と生計を同じくしていない児童が心身ともに健やかに
育成されることを目的として支給されます。
●手当を受けることができる人
　手当を受けることができる人は、次の条件のいずれか
にあてはまる児童を扶養している母や母に代わってその
児童を養育しているかたです。（外国人のかたでも日本国
内に住所がある場合は、手当を受けることができます。）
　①父と母が離婚した児童
　②父が亡くなった児童
　③父が一定の障害の状態にある児童
　④父の生死が明らかでない児童
　⑤父から1年以上置き去りにされている児童
　⑥父が１年以上拘禁されている児童
　⑦婚姻によらないで生まれた児童
　⑧出生の事情がわからない児童
＊手当の支給期間は、児童が18歳に達する年度末までです。
　ただし、次のいずれかに該当するときは、手当は支給
されません。
・児童が、父または母の死亡により、公的な年金や遺族
　補償を受けることができるとき
・児童が、父に支給される公的な年金の加算対象となっ
　ているとき
・児童が、児童福祉施設などに入所したり、里親に預け
　られているとき
・児童が、父と生計を同じくしているとき
・母または養育者が、公的年金給付（老齢福祉年金を除
　く）を受けることができるとき
・母または養育者の住所が、国内にないとき
・母が事実上の婚姻関係（内縁関係など）にあるとき
●手当を受ける手続き
　手当を受けようとするかたは、町の健康福祉課児童係
に請求し、県知事の認定を受けなければなりません。請
求にあたっては、手当を受けることができる状況によっ
て、定められた書類の提出が必要です。
●手当の支払い
　手当は、県知事の認定を受けると、請求をした月の翌
月分から支給されます。
　12月分～３月分の手当は４月に、４月分～７月分の手
当は８月に、８月分～ 11月分の手当は12月に、指定した
金融機関の口座に振り込まれます。
＊なお、所得により手当の支給が制限されることがあり
ます。
●現況届について
　すべての受給者（手当の支給が停止されているかたも
含みます。）は、毎年８月１日から８月31日までの間に現
況届を提出しなければなりません。
＊この届を提出しないと手当は支給されません。また、２
年間提出しないでいると手当を受ける資格がなくなります。
●認定請求期限
　支給要件に該当した日から５年経過した場合には、正
当な理由を除き認定の請求ができなくなります。

特別児童扶養手当
　特別児童扶養手当とは、精神または身体に障害のある
児童の福祉を増進するために支給されるものです。
●手当を受けることができる人
　20歳未満で１級障害または２級障害があると認められ
た児童を看護している父または母、もしくは父母に代わ
って養育しているかたです。また、外国人のかたでも日
本国内に住所がある場合は手当を受けることができます。
●手当が受けられない場合
　上記に該当した場合でも次のようなときには支給され
ません。
・児童が児童福祉施設など（例…肢体不自由児施設・精
　神薄弱児施設）に入所している場合（ただし、母子入
　所や通所の場合などを除く。）
・手当を受けようとする人の住所が日本国内にない場合
・対象となる児童の住所が日本国内にない場合
・障害のために公的年金を受けることができる児童
・手当を受けることができる人および同居している扶養
　義務者の前年の所得が一定額を超える場合
●手当を受ける手続き
　手当を受けようとするかたは、町の健康福祉課児童係
に請求し、県知事の認定を受けなければなりません。請
求のときは、定められた書類を提出しなければなりません。
●手当の支払い
　手当は県知事の認定を受けると、請求した月の翌月分
から支給されます。支払いは年３回（４月、８月、12月）
指定した郵便局の口座に振り込まれます。
●所得状況届について
　すべての受給者（手当支給を停止されているかたも含
みます。）は、毎年８月１日から８月31日までの間に所得
状況届を提出することが義務づけられています。
＊この届けを出さないと手当は支給されません。また、
２年間出さないでいると手当を受ける資格がなくなりま
す。

問い合わせ
健康福祉課児童係
（☎86－0212）
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水
環
境
�
浄
化
�

浄
化
槽
�

設
置
�
�
�
�
�

　

水
環
境
を
汚
す
原
因
の
主
な
も
の
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水

で
す
。
そ
の
処
理
対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
浄
化
槽
で
す
。

浄
化
槽
は
、
雑
排
水
と
し
尿
の
汚
れ
を
90
％
除
去
す
る
ミ
ニ
下
水
道
で

す
。

　

白
鷹
町
で
は
、
全
町
下
水
道
化
の
有
効
な
手
法
と
し
て
公
共
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
区
域
以
外
を
対
象
に
、
浄
化
槽
の
設
置
普
及
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水
設
備
工
事（
浄
化
槽
本
体
除
く
）に
対
し
、
融

資
あ
っ
旋
利
子
補
給
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

申し込み先・問い合わせ
建設水道課下水道管理係

（☎85－6138）

 平成17年度補助の申請を受け付けます。

▼対象となる浄化槽

　下水道認可区域と農業集落排水区域以外の一般住宅
▼補助限度額

５人槽 37万5000円

７人槽 43万8000円

▼申込受付期間

　４月１日（金）～28日（木）まで

※補助を希望されるかたは、４月28日（木）まで申
　請書（建設水道課にあります）を提出してください。
　なお、補助基数は30基を予定していますので、申
　請多数の場合は抽選になります。

　

４
月
１
日
よ
り
、
あ
ゆ
か
い
保

育
園
・
よ
つ
ば
保
育
園
で
も
、
産

後
休
暇
明
け
保
育
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
あ
ら
と
保
育
園

で
産
後
休
暇
明
け
保
育
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
17
年
度
か
ら
は
あ

ゆ
か
い
保
育
園
・
よ
つ
ば
保
育
園

・
あ
ら
と
保
育
園
で
産
後
休
暇
明

け
保
育
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
児

童
係
（
☎
86

－

０
２
１
２
）

▼
開
始
日　

　
　
　

４
月
１
日
の
夜
間
か
ら

▼
申
込
先
及
び
申
込
時
間　

中
央
公
民
館
事
務
室
、
夜
９
時

ま
で
（
☎
85

－
６
１
４
３
）

▼
申
込
方
法

①
予
約
に
あ
た
っ
て
は
、
火
葬

　

希
望
日
、
火
葬
時
間
、
町
内

　

名
、
死
亡
者
氏
名
、
申
込
者

　

氏
名
（
世
帯
主
・
喪
主
）、
電

　

話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

②
火
葬
日
は
、
夜
間
受
付
日
の

現　行 ４月１日以降

昼間

平日
町民課戸籍年金係

（電話予約可）
現行と同じ

休日
役場日直室

（電話予約可）
現行と同じ

夜間

中央公民館で予約

（電話予約可）

＊役場業務時間延長

日は、午後７時まで

町民課戸籍年金係で

受付

（電話予約可）

火
葬
業
務
�
夜
間
予
約
受
付
�
始
�
�
�

▼受付場所

問い合わせ
町民課戸籍年金係
（☎85－6129）

平
成
17
年
度
�
�

あ
ゆ
か
い
保
育
園�

よ
つ
ば
保
育
園
�
�

産
後
休
暇
明
け
保
育
�

行
�
�
�

　

翌
々
日
以
降
と
な
り
ま
す
。

（
例

：

４
月
１
日
の
夜
間
に
申

　

し
込
ん
だ
場
合
の
火
葬
日
は
、

　

４
月
３
日
以
降
と
な
り
ま
す
）

③
申
し
込
ん
だ
翌
日
に
来
庁
し
、

　

火
葬
・
斎
場
使
用
許
可
の
手

　

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
中
央
公
民
館
の
休
館
日
（
毎

　

月
第
３
日
曜
日
、年
末
年
始
）

　

及
び
そ
の
前
夜
は
、
夜
間
受

　

付
は
で
き
ま
せ
ん
。
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　２月16日、学校給食共同調理場において、
地産地消推進協議会と資源循環型の地域づ
くりを目指すグループ「菜の花プロジェク
ト」により、菜種油を使った料理の試食会
が開催されました。当日は、地元でとれた
農産物を菜種油で揚げた天ぷらや、菜種油
で作ったマヨネーズやドレッシングを試食
しました。その後の意見交換会では、菜種
の栽培拡大方法や商品化などの意見が出さ
れました。

資
源
循
環
型
�
地
域
�
�
�
�
�
�
�
�

菜
種
油
�
使
�
�
料
理
�
試
食
会

　２月11日、ふるさと森林公園で、炭焼き
体験会が開催され、県内各地から約30人が
参加しました。県木炭文化協議会や町、森
林組合が主催したものです。参加者は、炭
焼き窯の熱気で顔を真っ赤に染めながら、
赤々と焼ける炭を取り出す作業やドラム缶
を使った炭焼きを体験。その後、木炭を使
ったクラフトづくりをしました。

炭
�
不
思
議
�
�
�
�
�
�
�

炭
焼
�
体
験
会

�
高
玉
芝
居
�
保
存
伝
承
�

初
�
�
�
�
�
�
�
公
演

　

2
月
11
日
、
蚕
桑
地
区
公
民
館

に
お
い
て
、
高
玉
芝
居
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
高
玉
芝
居
は
、
地
元

の
釜
ノ
越
サ
ク
ラ
の
開
花
時
期
や

元
旦
公
演
、
縁
日
に
招
か
れ
て
の

興
行
な
ど
が
主
で
し
た
が
、
伝
統

芸
能
を
保
存
伝
承
す
る
た
め
、
平

成
16
年
度
か
ら
地
区
公
民
館
事
業

と
し
て
定
期
的
に
公
演
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
が
そ
の
第
１
回
で
入
場
料

は
３
０
０
円
。
集
ま
っ
た
お
金
は
、

25
日
に
蚕
桑
地
区
公
民
館
長
よ
り

鈴
木
啓
座
長
へ
手
渡
さ
れ
、
今
後
、

小
道
具
の
購
入
費
な
ど
の
伝
承
活

動
に
充
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　２月25日、中央公民館において、この春
から社会人となる高校生などを対象とした
ビジネスマナー講習会が開催されました。
これは、西置賜雇用対策協議会と長井公共
職業安定所が主催したもので、所得税の仕
組みや公共施設の利用法、悪徳商法などト
ラブルへの注意、仕事で悩んだときの相談
窓口などを説明しました。また、町内企業
の経営者による社会人の心構えなどについ
ての講演会も行われました。

社
会
人
�
基
本
�
心
構
�
�
学
�

�
�
�
�
�
�
�
講
習
会

第17期十王囲碁名人戦

２／ 11　十王地区公民館

１位　五十峯　隆（十　王）
２位　芳賀　修助（荒　砥）
３位　奥山　　隆（十　王）
４位　中川幸次郎（十　王）
５位　稲葉　　昭（高　玉）
６位　金田　　肇（横田尻）
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町民スキー大会の結果２月20日　白鷹町営スキー場

小学３年以下女子大回転

1　山口　彩夏　鮎貝小　 31"48
2　松木　雅子　荒砥小　 32"15
3　今　明日香　鮎貝小　 34"03
4　迎田　里佳　鮎貝小　 34"95
5　赤間　千春　蚕桑小　 36"95
6　梅津　沙耶　鷹山小　 38"59

小学３年以下男子大回転

1　吉村　昂訓　蚕桑小　 29"68
2　渡部　功将　蚕桑小　 29"71
3　寒河江大作　蚕桑小　 30"77
4　村上　駿斗　東根小　 31"51
5　板垣　稜也　蚕桑小　 32"72
6　小形　瞭真　東根小　 32"75

小学４年女子大回転

1　佐藤　真帆　鮎貝小　 30"25
2　伊藤絵里奈　鮎貝小　 32"09
3　小口　　優　鮎貝小　 32"36
4　佐藤　芳美　中山小　 35"23
5　福田　捺美　鮎貝小　 35"36
6　吉田　加奈　東根小　 40"44

小学４年男子大回転

1　児玉　聡太　蚕桑小　 38"60
2　迎田　　泰　鮎貝小　 41"36
3　板垣　和貴　蚕桑小　 41"39
4　齋藤　広大　鮎貝小　 41"63
5　五十峯央人　荒砥小　 41"65
6　片山　祥平　蚕桑小　 42"73

小学５年女子大回転

1　髙田ともみ　中山小　 42"48
2　福田　　栞　鮎貝小　 44"93
3　髙橋　　彩　中山小　 45"25
4　菅　紗央莉　蚕桑小　 45"45
5　大瀧　莉里　蚕桑小　 45"97
6　黒沼美由紀　中山小　 48"00

小学５年男子大回転

1　今　　和也　鮎貝小　 24"06
2　田苗　真悟　蚕桑小　 24"13
3　沖田　康平　蚕桑小　 24"75
4　髙橋　健太　蚕桑小　 24"81
5　芳賀　拓人　荒砥小　 25"28
6　芳賀　崇朗　鮎貝小　 25"69

小学６年女子大回転

1　山口　眞衣　鮎貝小　 38"53
2　安部　里香　中山小　 39"58
3　大木　汐美　中山小　 41"30
4　小関　瀬那　鷹山小　 41"62
5　髙橋　沙知　中山小　 46"08
6　羽田　　萌　鮎貝小　 46"28

小学６年男子大回転

1　菅　　慎吾　東根小　 20"14
2　吉村　亮祐　蚕桑小　 20"20

3　横澤　竜二　鮎貝小　 22"33
4　鈴木　大樹　鷹山小　 22"69
5　樋口　　峻　鮎貝小　 22"82
6　松木　光寿　荒砥小　 22"98

中学女子大回転

1　小形　結花　東　中　 23"24
2　齋藤　彩香　西　中　 24"08
3　加藤木里美　西　中　 24"92

中学男子大回転

1　吉村　勇輝　西　中　 19"73
2　児玉　良太　西　中　 20"82
3　佐藤　　港　西　中　 20"95

壮年男子大回転

1　今野　善則　横田尻　 21"38
2　片山　明敏　高　玉　 22"31
3　山口　浩幸　黒　鴨　 22"93

成年男子大回転

1　小林　茂樹　横田尻　 21"25
2　山口　直人　黒　鴨　 21"36
3　岡部　健史　山　口　 21"69

女子大回転

1　芳賀真智子　横田尻　 26"83
2　高屋　千佳　十　王　 27"17

中学女子回転

1　小形　結花　東　中 1'03"75
2　齋藤　彩香　西　中 1'09"38
3　大瀧　茉泉　西　中 1'13"91

中学男子回転

1　吉村　勇輝　西　中　 52"11
2　児玉　良太　西　中　 53"80
3　佐藤　　港　西　中　 59"50

壮年男子回転

1　今野　善則　横田尻　 56"79
2　山口　浩幸　黒　鴨 1'01"06
3　小谷部　仁　横田尻 1'03"54

成年男子回転

1　海老名　洋　滝　野　 55"60
2　小林　茂樹　横田尻　 55"80
3　岡部　健史　山　口　 56"07

成年女子回転

1　芳賀真智子　横田尻 1'12"40

小学３年以下女子距離

1　大嶋　未来　鷹山小　 10'51
2　梅津　沙耶　鷹山小　 12'16
3　小川さゆ美　鷹山小　 16'02

小学３年以下男子距離

1　白田　　光　鮎貝小　   9'05
2　安部　大寛　中山小　   9'31

3　紺野　　暉　鷹山小　   9'49
4　堀川　　響　中山小　 10'07
5　丸川　　丞　鷹山小　 10'26
6　村上　駿人　東根小　 11'37

小学４年女子距離

1　梅津　沙織　鷹山小　   7'51
2　清野　明美　鷹山小　   8'23
3　佐藤　芳美　中山小　   8'35
4　竹田　友美　鷹山小　   8'37
5　小関香寿美　鷹山小　   8'50
6　原田　郁美　鷹山小　   9'20

小学４年男子距離

1　小関　圭樹　鷹山小　   7'36
2　小関　忠樹　鷹山小　   8'00
3　片山　祥平　蚕桑小　   8'25
3　児玉　聡太　蚕桑小　   8'25
5　迎田　　泰　鮎貝小　   8'28
6　板垣　和貴　蚕桑小　   9'51

小学５年女子距離

1　髙橋　　彩　中山小　   7'12
2　小関　優香　鷹山小　   7'42
3　小関　佑佳　鷹山小　   8'29
3　竹田　すず　鷹山小　   8'29
5　小関　花菜　鷹山小　   8'44
6　髙田ともみ　中山小　   8'57

小学５年男子距離

1　竹田衣武希　鷹山小　   6'36
2　梅津　哲弥　鷹山小　   6'39
3　紺野　圭汰　鷹山小　   6'40
4　佐藤　　瑶　鮎貝小　   7'04
5　沖田　康平　蚕桑小　   7'30
6　田苗　真悟　蚕桑小　   7'33

小学６年女子距離

1　安部　里香　中山小　   6'54
2　布施　　唯　中山小　   7'10
3　小関　瀬那　鷹山小　   8'05
4　髙橋　沙知　中山小　   8'10
5　梅津亜莉沙　蚕桑小　   9'35
6　吉田　詩織　東根小　   9'43

小学６年男子距離

1　紺野　　凌　鷹山小　   5'41
2　安部　良平　鷹山小　   5'46
3　樋口　　峻　鮎貝小　   6'05
3　松木　光寿　荒砥小　   6'05
5　渡部　賢一　蚕桑小　   6'07
5　梅津　雄也　鷹山小　   6'07

中学女子距離

1　安部　瑞穂　西　中　 10'11

中学男子距離

1　小関　啓祐　東　中　 12'41
2　小形　俊輔　東　中　 15'24
3　鈴木　貴文　東　中　 16'33
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ふれあいのある暮らし！今月のテーマ

ふれあいのある暮らしのためには、地域の人や仲間が交流し楽しく暮らすことが大切です。
それはたとえば、高齢になっても障がいがあっても、家に仲間を呼んで楽しく過ごしている暮らしです。

『元気ニコニコ推進会議』
禁煙分煙ＰＲポスター完成！

　

活
動
の
一
環
と
し
て
、「
分
煙
禁
煙
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
禁
煙
分
煙
対

策
は
、
健
康
増
進
法
で
も
重
点
項
目
と
し
て

取
り
組
み
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

役
場
・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
病
院
・
保
育

園
・
学
校
な
ど
で
禁
煙
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
白
鷹
町
で
は
公
共
施
設
の
禁
煙
実
施

率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
た
ば
こ

を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
、「
受
動
喫
煙
」

の
害
を
十
分
理
解
し
、
禁
煙
分
煙
対
策
の
意

識
向
上
の
た
め
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
依
頼
し
禁
煙
分
煙
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
定
例
会
で
は
、「
白
鷹

町
の
健
康
な
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。

　

１
月
は
、「
楽
し
く
運
動
」「
交
流
・
ふ
れ
あ

い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
テ
ー
マ
か
ら
、
将

来
白
鷹
町
の
皆
さ
ん
が
「
ど
ん
な
健
康
な
暮

ら
し
が
で
き
た
ら
い
い
か
」
理
想
の
姿
を
具

体
的
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

２
月
は
、
理
想
の
姿（
健
康
な
暮
ら
し
）に

近
づ
く
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
達
成
す
る

た
め
の
条
件
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

３
月
は
、
誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
か
具

体
的
な
役
割
を
話
し
合
う
予
定
で
す
。

●家族や地域の人と積極的に交流しましょう
●家族が楽しい生活ができるように

励ましましょう
●高齢者も障がい者も外出しやすい環境づく
りについて話し合い情報を発信しましょう

できることからはじめませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ15年　　　  Ｈ22年（目標値）
家族や友達が車いすに乗るように
　　　　なっても外出をすすめる　    49.6%　   →　  58.0%
老人クラブや集まりなどに
　　　　　　出かける人が増える　   44.0%　   →　  55.0%

こんなふうに変えていこう

質問①　元気塾に参加して生活で変わった点はありますか？
紺野さん　お父さんの介護が終わり、転んで腰痛がひどくなったりで元気がなくなっていました。元気塾には、
　　　　　家族の後押しもあって参加しました。皆さんとのおしゃべり、体操など、とても楽しい時間でした。

　　　　　元気塾が終わってみると、何かしてみよう！と、とにかくやる気が沸いてきました。外出や適度な運

　　　　　動がこんなに心と体に大切なのだと身をもって感じました。先生がおっしゃった「やるのは自分！」

　　　　　という言葉が心に残っています。

質問②　家族から見た変化、家族として心がけた点は何ですか？
時子さん　介護が終わってからのばあちゃんは、腰痛のせいもあり表情も暗く、食
　　　　　欲もなく、家でテレビを見て過ごすことが多かったです。そんな時元気

　　　　　塾への誘いがあり、わたしも参加をすすめました。参加していくうちに、
　　　　　みるみる元気になっていくのがわかりました。自分から「出かけてみよ
　　　　　うかな」という言葉が出たり、おいしそうに食べるようになったり、孫
　　　　　は「ばあちゃん明るくなった」、医師からは「歩き方や顔色良くなった」
　　　　　とほめられました。頼まれたお手玉を作ったり、家での役割りも増えま
　　　　　した。元気塾のことや楽しかったことなどできるだけ話を聞くように努
　　　　　めました。ばあちゃんが元気になり、家族も得した気分です。

こころ・からだ元気塾*に参加して、元気ニコニコを取り戻した紺野ちよのさん（萩野）にインタビュー！

�
�
�
�
掲
示
�
希
望
�
�
場
合
�
�
健
康
福
祉
課
健
康

推
進
係
�
☎
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�

元気塾で先生の話に
耳を傾けている１コマ

＊元気塾：事業への参加を通し心身両面の健康維持と活性化を図り、安定した在宅生活の継続を目的とした
　　　　　介護予防モデル事業。
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高
度
経
済
成
長
以
降
、
わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し
は
大
量
生
産
・
大

量
消
費
・
大
量
廃
棄
に
よ
り
大
き

な
「
む
だ
」
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、最
近
は
こ
の
「
大
量
」
が

見
直
さ
れ
、
資
源
の
む
だ
な
消
費

を
減
ら
す
こ
と
（
リ
デ
ュ
ー
ス

：
Reduce

）、
そ
し
て
何
度
も
使
う

こ
と
（
リ
ユ
ー
ス

：Reuse

）
が

生
活
の
中
に
浸
透
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

食
料
品
は
む
だ
の
な
い
よ
う
に

使
う
、
使
い
捨
て
製
品
は
な
る
べ

く
使
わ
な
い
、
資
源
の
む
だ
使
い

を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス
は
、
環
境

に
配
慮
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
家

環
境
�
�
�
�

循
環
型
社
会
�
向
�
�

 

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
循
環
�
意
識
�

計
（
出
費
）
の
抑
制
に
も
効
果
が

あ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
ま
だ
使
え
る
が
い
ら
な

く
な
っ
た
も
の
を
、
バ
ザ
ー
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
を
使
っ
て
再
使
用
す
る

リ
ユ
ー
ス
の
認
知
度
も
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
数
年
前
ま
で
捨
て
ら

れ
て
い
た
「
使
い
古
し
」
は
、「
古

着
」
や
「
中
古
品
」
と
し
て
多
く

の
人
に
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

　

こ
う
い
っ
た
意
識
の
変
化
で
、

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃

棄
の
ム
ダ
を
少
し
づ
つ
減
ら
せ
ま

す
。
ム
ダ
を
減
ら
し
、
循
環
を
繰

り
返
し
、
本
当
に
使
え
な
く
な
っ

た
も
の
だ
け
を
、
最
後
に
ご
み
に

出
す
「
循
環
型
社
会
」
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

�
☎
85

－

６
１
３
１
�

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
は
、

学
校
が
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て

子
ど
も
た
ち
と
調
理
実
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
で
２
回
目
と
な

っ
た
今
回
は
、
蚕
桑
小
学
校
５
、

６
年
生
と
鮎
貝
小
学
校
６
年
生
の

希
望
者
の
中
か
ら
21
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
献
立
は
、「
か
お
り
ご
は

ん
・
ゆ
か
り
ご
は
ん
・
牛
乳
・
鶏

肉
の
レ
モ
ン
漬
・
海
藻
サ
ラ
ダ
・

コ
ー
ン
入
り
た
ま
ご
ス
ー
プ
・
す

い
か
・
ぶ
ど
う
」
で
す
。
ど
れ
も

給
食
で
大
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
な
の

で
、
実
習
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
午
前
中
の
調

理
の
際
、
子
ど
も
た
ち
は
４
つ
の

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
先
生
と
し
て
調
理
師
が
２
人

ず
つ
つ
き
ま
し
た
。
材
料
の
切
り

方
や
調
理
の
工
夫
な
ど
を
話
し
な

が
ら
和
や
か
に
実
習
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
食

器
洗
浄
機
を
間
近
で
見
学
し
て
も

ら
っ
た
り
、
給
食
が
で
き
る
ま
で

の
ビ
デ
オ
を
見
て
も
ら
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
今
回
の
実
習
を
通
し

て
の
調
理
師
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

�

学
校
�
休
�
�
利
用
�
�
�
�

�
�
食
�
�
�
�
給
食
�
自
分
�

�
�
手
�
�
�
�
�
調
理
実
習
�

�
�
�
�
食
�
大
切
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
施
設
見
学

�
通
�
交
流
�
図
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

児
童
�
接
�
�
�
�
�
少
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
夏
休
�

�
調
理
実
習
�
緊
張
感
�
楽
�
�

�
与
�
�
�
�
�
�
�
�
食
材
�

�
�
�
�
計
算
�
�
�
作
業
工
程

�
考
�
手
順
�
�
�
�
�
火
�
使

�
�
調
理
�
�
�
子
�
�
�
�
�

一
生
懸
命
�
�
自
分
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
意
欲
�
感
�
�
�

�
�
�
�

�

子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
夏

休
�
�
思
�
出
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
大
好
�
�
給
食
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
思
�
�
�
�
�
�
�
�
�

調
理
師
�
�
実
習
�
通
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
学
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

今
年
度
�
�
回
目
�
体
験
�
�

�
�
�
児
童
�
調
理
師
�
良
�
�

�
�
�
�
�
�
�
今
後
�
地
元
産

�
食
材
�
使
�
�
�
�
�
継
続
�

�
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�

主
任
調
理
師�

佐
藤
栄
子
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卒
業
式

　

今
回
か
ら
、
金
田
雄
太
よ
り

広
報
委
員
長
を
受
け
継
ぎ
ま
し

た
梅
津
勇
士
が
「
荒
高
か
わ
ら

版
」
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以

上
に
荒
高
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
３
日
は
、
荒
高
の
卒
業

式
で
し
た
。
前
日
か
ら
の
在
校

生
、
新
執
行
部
の
働
き
で
、
会

場
で
あ
る
体
育
館
が
紅
白
幕
で

飾
ら
れ
、
３
年
生
の
各
教
室
も

き
れ
い
に
装
飾
さ
れ
、
そ
し
て
、

文
化
祭
で
全
校
生
徒
の
手
に
よ

っ
て
制
作
さ
れ
た
旗
が
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
飾
ら
れ
、
３
年
生
を
送

り
出
す
準
備
が
整
っ
て
い
ま
し

た
。
10
時
を
過
ぎ
る
と
３
年
生

が
徐
々
に
登
校
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
顔
を
見
て
い
る
と
、
や
は

り
い
つ
も
と
は
雰
囲
気
が
違
っ

て
見
え
ま
し
た
。

　

卒
業
式
の
開
会
が
近
く
な
り
、

在
校
生
・
来
賓
・
保
護
者
の
か

た
が
た
が
席
に
つ
き
、
卒
業
生

の
入
場
を
待
ち
ま
す
。
そ
し
て
、

卒
業
生
が
入
場
し
、
つ
い
に
卒

業
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
校
歌

斉
唱
で
は
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

歌
う
最
後
の
校
歌
だ
と
考
え
る

と
、
と
て
も
感
慨
深
く
聞
こ
え

ま
し
た
。
卒
業
証
書
授
与
の
と

き
、
名
前
を
呼
ば
れ
返
事
を
し

て
立
つ
先
輩
方
の
姿
が
今
ま
で

以
上
に
大
き
く
た
く
ま
し
く
見

え
ま
し
た
。
送
辞
、
答
辞
で
は
、

新
・
旧
生
徒
会
長
と
も
に
と
て

も
す
ば
ら
し
い
あ
い
さ
つ
で
し

た
。
中
に
は
、
感
極
ま
り
泣
い

て
い
る
先
輩
も
い
ま
し
た
。

　

卒
業
し
た
73
人
の
先
輩
方
は
、

こ
れ
か
ら
就
職
や
進
学
と
そ
れ

ぞ
れ
違
う
道
を
歩
ん
で
い
き
ま

す
。
な
に
か
あ
っ
た
と
き
は
、

荒
高
で
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
も
来
年
は
あ
の
席

で
泣
け
る
よ
う
に
学
校
生
活
を

充
実
さ
せ
、
も
っ
と
輝
け
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
広
報
委
員
長　

梅
津
勇
士
）

く
ら
し
の
せ
ん
き
�
講
座

今
月
�
�
�
�

�
選
挙
運
動�

�
言
論
�
�
�
選
挙
運
動
�
�

明るい選挙の

イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

白
鷹
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

事
務
局
�
☎
85

－

６
１
２
０
�

　　 小正月

こぐ
わ保
育園

つぶ
やき

つぶ
やき

�

選
挙
運
動
�
方
法
�
�
大
�
�

分
�
�
�
�
文
書
図
画
�
�
�
選

挙
運
動
�
印
刷
物
�
�
��
��
言
論

�
�
�
選
挙
運
動
�
演
説
�
�
��

�
分
類
�
�
�
�
�
�
言
論
�
�

�
選
挙
運
動
�
�
有
権
者
�
�
�

�
候
補
者
�
人
物
�
意
見
�
�
�

知
�
�
�
役
立
�
選
挙
運
動
�
�
�

◆
言
論
に
よ
る
主
な
選
挙
運
動

◎
演
説
会�

候
補
者
�
開
催
�
�

�
�
�
�
候
補
者
�
候
補
者
名
簿

�
届
�
出
�
政
党
�
開
催
�
�
�

�
�
�
衆
議
院
議
員
選
挙
時
�
�

可
能
�
�
�
�
�
�
�
開
催
回
数

�
制
限
�
�
�
�
�
�
�
�
選
挙

�
種
類
�
�
�
�
演
説
会
�
開
催

中
�
使
用
�
�
�
立
札
�
看
板
�

総
数
�
定
�
�
�
�
�
�
�
�
�

結
果
�
同
時
�
開
催
�
�
�
数
�

制
限
�
�
�
�
�

◎
街
頭
演
説�

候
補
者
�
行
�
街

頭
演
説
�
�
所
定
�
標
旗
�
立
�

�
�
�
場
�
�
�
�
�
�
行
�
�

�
�
�
�
�
�
�
時
間
�
午
前
�

時
�
�
午
後
�
時
�
�
�
�
電
車

�
駅
構
内
�
病
院
�
�
�
�
禁
止

Ａ子「小正月って知ってる？」

Ｂ子「・・・知らない」

Ａ子「えー　小正月ってあるんだ

　　　ぜ」

Ｂ子「どんなの？」

Ａ子「もちじゃなくて、コショー

　　　たべるんだって」

Ｂ子「コショー？」

Ａ子「そうだよ。からい正月だよ」

給食の時、おかわりをいっぱいもってき

て結局残してしまった子と周りの子の会

話

せんせい「おなかに聞きながらおかわり

　　　　　はしないとねぇ」

Ａ子「えー　どうやっておなかに聞くの？」

Ｂ子「そうだよね。こうやって？（おな

　　　かに耳をあてる）」

Ａ子「だれが返事するの？」

そういうことじゃないんだけどなー…。

おなかに聞く？

�
�
�
�
�
�
制
限
�
�
�
�
�
�

◎
連
呼
行
為�

連
呼
行
為
�
�
�

候
補
者
�
氏
名
�
�
短
�
文
言
�

反
復
呼
称
�
�
�
�
�
�
演
説
会
�

街
頭
演
説
�
場
所
�
選
挙
�
�
�

�
�
上
�
行
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
選
挙
�
�
�
�
�
�
連

呼
�
�
午
前
�
時
�
�
午
後
�
時

�
�
�
間
�
�
�
行
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

言
論
�
�
�
選
挙
運
動
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
電
話
�
�
�

選
挙
運
動
�
�
�
政
見
放
送
�
��
個

�
面
接
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
有
権
者
�
家
�
自
�
訪
問

�
�
投
票
�
依
頼
�
�
�
戸
別
訪

問
�
�
一
切
禁
止
�
�
�
�
�
�

�
�
注
意
�
必
要
�
�
�

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

�
一
票
��

自
分
�
�
�
��

町
�
�
�
�

荒
砥
小　

上
田
夏
美
さ
ん
の
作
品
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佳
作　

雪
深
い
山
で
春
待
つ
こ
ぶ
し
た
ち　
　
　
　

埼
玉
県　

川
部　

隆
雄

　

〃　

軽
々
と
口
に
は
出
さ
ぬ
深
い
愛　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

深
酒
を
止
め
て
気
付
い
た
夫
婦
愛　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

深
い
溝
温
み
で
埋
め
る
母
の
愛　
　
　
　
　

小
山
沢　

吉
田　

ち
よ

　

〃　

深
い
雪　

仮
設
の
被
災
地
な
ど
思
う　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

し
く
じ
り
も
絆
深
め
る
老
い
ふ
た
り　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

深
い
雪
の
下
で
夢
見
る
蛙
か
え
る
の
子　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

か
な
文
字
に
母
の
便
り
の
深
い
愛　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
夫

　

〃　

弥み

だ陀
の
掌て

の
慈
悲
の
深
さ
に
齢と
し

重
ね　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

ふ
と
こ
ろ
の
深
い
人
に
は
人
集
う　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

判
決
が
癒
せ
ぬ
深
い
傷
も
あ
る　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

納
得
を
さ
せ
る
老
舗
の
深
い
味　
　
　
　
　

杉
並
区　

太
田　

絹
子

秀
逸　

深
呼
吸　

人
生
賭
け
る
試
験
場　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

深
酒
を
し
な
い
よ
う
に
と
亡つ

ま妻
の
声　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

深
い
皺　

人
生
語
る
山
と
川　
　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

深
入
り
は
避
け
よ
う
日
々
の
歩
を
控
え　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

シ
ナ
リ
オ
も
な
い
人
生
の
奥
深
さ　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

深
く
な
ど
問
わ
な
い
母
を
裏
切
れ
ぬ　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

見
ぬ
ふ
り
を
し
て
も
こ
こ
ろ
の
深
い
傷　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

雪
深
い
里
に
も
ど
こ
か
春
の
音　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

ふ
と
こ
ろ
の
深
い
と
こ
ろ
に
子
を
抱
く　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

雪
深
い
北
そ
れ
ぞ
れ
の
鍋
自
慢　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

五
客　

雪
深
く
便
り
は
い
つ
も
母
の
こ
と　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

帰
化
草
も
い
つ
し
か
深
く
根
を
下
ろ
し　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

深
い
皺　

女
の
歴
史
刻
ん
だ
手　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

ど
こ
ま
で
の
深
さ
ぞ
母
の
海
を
漕こ

ぐ　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

母
の
背
に
深
い
眠
り
の
席
が
あ
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

人
位　

深
酒
の
わ
け　

悲
し
く
て
嬉
し
く
て　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

地
位　

熱
い
鍋
囲
み
絆
の
深
さ
な
ど　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

天
位　

雑ざ

こ魚
の
群
れ
海
の
深
さ
を
ま
だ
知
ら
ぬ　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

軸　

ケ
ー
タ
イ
を
知
ら
ぬ
深
海
魚
の
平
和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題　

「
草
」
三
月
末
日
ま
で　

「
力
」
四
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

深
い　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選

国民年金からのお知らせ

国民年金保険料が変わります
　保険料が280円引き上げられ、１万3580円（毎月）になります。
＊平成18年度以降も、毎年度280円ずつ引き上げられ、平成29年度以降１万6900円で最終保険料として固
　定されます。
＊各年度において一人当たり賃金に変動があった場合は、各年度それぞれ賃金変動率をかけた額が実際の保
　険料となります。

第３号被保険者の特例的な届出が実施されます。
　第３号被保険者の届出が遅れたときには、２年前までさかのぼって第３号被保険者の期間となりますが、
それ以前の期間は「保険料未納の取り扱い」となっていました。今回の改正では、特例の届出をしていただ
くことによって、２年以上前の期間も第３号被保険者期間として取り扱い、将来その分の年金を受け取るこ
とができるようになります。
＊詳しくは、お問い合わせください。

■問い合わせ　米沢社会保険事務所（☎0238－22－4220）

荒砥駅交流施設資料館

「桜と学び舎展」
（３月から）

同時開催：置賜さくら回廊写真展
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催　し

募　集

�
白
鷹
町
食
�
農
村
交
流
施
設
�

�
指
定
管
理
者
�
募
集
�
�
�

施
設
概
要

▼
名
称　

白
鷹
町
食
と
農
村
交
流

施
設

▼
所
在
地　

畔
藤
９
０
５
３
番
地
30

▼
建
物
の
概
要　

・
産
地
形
成
促
進
施
設
（
農
畜
産

物
販
売
・
特
産
品
販
売
）

・
産
地
形
成
促
進
施
設
（
高
設
イ

チ
ゴ
栽
培
）

▼
申
請
受
付
期
間　

３
月
15
日
（
火
）
ま
で

＊
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
業
振

興
係
（
☎
85

－

６
１
２
６
）

第
�
回
夢
�
桜
街
道

写
真
�
�
�
�
�
作
品
募
集

▼
テ
ー
マ　

①
桜
を
中
心
に
、
水
辺
（
川
・
海

・
湖
沼
な
ど
）
ま
た
は
山
が
含
ま

れ
る
作
品

②
山
形
県
内
で
撮
影
し
た
も
の

▼
応
募
方
法

�
�
�
�
�
工
房
再
生
品
�

提
供
�
�
�

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

は
、
多
く
の
自
転
車
や
家
具
が
粗

大
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
併
設
の
「
く
り
え
い
と

工
房
」
で
修
理
再
生
さ
れ
、
希
望

す
る
か
た
に
無
償
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
再
生
品
を
直
接
ご
覧
に
な

っ
て
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
回
（
４
・
５
月
期
）

・
展
示
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
５
月
14
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

５
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

・
引
渡
期
限　

５
月
28
日
（
土
）

▼
第
２
回
（
６
・
７
月
期
）

・
展
示
期
間　

６
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
７
月
16
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

７
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

・
引
渡
期
限　

７
月
30
日
（
土
）

▼
第
３
回
（
８
・
９
月
期
）

・
展
示
期
間　

８
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
３
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

９
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

・
引
渡
期
限　

９
月
17
日
（
土
）

▼
第
４
回
（
10
・
11
・
12
月
期
）

・
展
示
期
間　

10
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
12
月
３
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

12
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

・
引
渡
期
限　

12
月
17
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
第
二
係
（
☎
０

２
３
８

－

57

－

４
０
０
４
）

①
応
募
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
。
た
だ

し
、
高
校
生
以
下
の
部
は
キ
ャ
ビ

ネ
判
で
も
可
。

②
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
写
真
裏
面
に
貼
付
の
う
え
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
し
め
き
り　

５
月
31
日
（
火
）

必
着

▼
注
意
事
項

・
未
発
表
、
自
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

も
の
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

美
し

い
山
形
・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム（
県

文
化
環
境
部
文
化
振
興
課
内
・
☎

０
２
３

－

６
３
０

－

２
２
８
４
）

県
営
住
宅
�
入
居
者
�
募
集

県
営
あ
ら
と
ア
パ
�
ト
１
号

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

７
２
５

－

１
（
あ
ら
と
保
育
園
西

側
）

▼
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
畳
間
＋

ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン

▼
募
集
戸
数　

１
戸

▼
家
賃　

月
額
２
万
３
５
０
０
円

〜
５
万
１
７
０
０
円

（
敷
金
は
家
賃
の
３
カ
月
分
）

▼
申
込
資
格　

入
居
す
る
世
帯
の

収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基
準
額
以

下
で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る
か

た▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
〜
11
日
（
月
）

▼
入
居
可
能
時
期　

５
月
中
旬

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
す
ま
い

情
報
セ
ン
タ
ー
置
賜
西
事
務
所

（
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
内
・
☎
88

－

５
６
５
１
）

社
交
�
�
�
初
心
者
教
室
�

開
催
�
�
�

　

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ふ
ら
み
ん

ご
」
で
は
、
次
の
日
程
で
社
交
ダ

ン
ス
初
心
者
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

基
本
ス
テ
ッ
プ
を
中
心
に
指
導

し
ま
す
の
で
、
ま
っ
た
く
初
め
て

の
か
た
で
も
大
丈
夫
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

４
月
８
日
（
金
）
〜
毎

週
金
曜
日
（
約
６
カ
月
間
）
夜
７

時
30
分
〜
９
時
30
分

▼
ど
こ
で　

平
野
公
民
館
（
長
井

市
）

▼
会
費　

入
会
金
３
０
０
０
円
、

月
２
０
０
０
円

▼
講
師　

孫
田
和
彦
さ
ん

▼
対
象　

20
〜
65
歳
ま
で
の
か
た

▼
申
込
し
め
き
り　４

月
７
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

事
務
局

・
渡
部
（
☎
83

－

３
２
０
７
）
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おしらせ

�
振
�
込
�
詐
欺
��
注
意

　

警
察
官
や
弁
護
士
な
ど
を
装
っ

て
、
交
通
事
故
の
示
談
金
や
入
院

費
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
事
件

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
手
口
は
悪
質
巧
妙
で
、
相

手
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
入
手
し
た

個
人
情
報
か
ら
、
家
族
の
名
前
、

勤
め
先
な
ど
を
把
握
し
た
う
え
で
、

い
か
に
も
本
当
の
こ
と
の
よ
う
に

思
わ
せ
て
だ
ま
し
て
き
ま
す
。

▼
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
落
ち
着
い
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
話
を
切
っ
た
後
、
必
ず
本
人

や
家
族
に
連
絡
を
取
り
、
相
手
の

言
っ
た
こ
と
が
事
実
か
ど
う
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
す
ぐ
送
金
せ
ず
、
第
三
者
や
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
長
井
警
察
署
で
は
、
県
内
外
の

事
件
事
故
に
つ
い
て
も
、
管
轄
警

察
署
に
紹
介
し
て
事
実
確
認
が
で

き
ま
す
。

・
警
察
で
は
、
示
談
金
の
仲
裁
を

す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

事
故
や
事
件
な
ど
の
示
談
金
に
関

し
た
話
は
、
信
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、

自
分
を
含
め
て
家
族
の
名
前
、
勤

め
先
、
電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
絶
対
に
漏
ら
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署
生

活
安
全
課
（
☎
84

－

０
１
１
０
）

水
質
検
査
�
中
止
�
�
�

　

厚
生
労
働
省
が
定
め
た
水
質
基

準
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か

ら
保
健
所
の
水
質
検
査
を
中
止
し

ま
す
。
今
後
は
、
民
間
の
登
録
検

査
機
関
で
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

検
査
課
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３

０
０
１
）

�
月
�
日�
月
�開
業

山
形
県
総
合
交
通
安
全
�
�
�
�

運
転
免
許
セ
ン
タ
�
が
変
わ
り
ま
す

▼
窓
口
業
務
の
変
更
内
容

・
平
日
の
更
新
受
付
時
間
を
午
前

と
午
後
に
拡
大
し
ま
す
。

・
日
曜
日
の
更
新
窓
口
の
免
許
証

を
即
日
交
付
し
ま
す
。
後
日
警
察

署
に
出
向
い
た
り
、
郵
送
で
受
け

取
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
山
形
、
上
山
、
天
童
、
寒
河
江
、

村
山
警
察
署
管
内
の
か
た
の
運
転

免
許
更
新
な
ど
は
、
総
合
交
通
安

全
セ
ン
タ
ー
で
受
付
し
、
即
日
交

付
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
警
察
署

管
内
の
か
た
は
、
地
元
の
警
察
署

ま
た
は
総
合
交
通
安
全
セ
ン
タ
ー

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
警
察
本
部
運

転
免
許
課
（
☎
０
２
３

－

６
５
５

－

２
１
５
０
）

法
定
外
公
共
物
�
�
�
�
�

�
知
�
�

　

４
月
か
ら
、
法
定
外
公
共
物
の

里
道
・
水
路
に
関
す
る
取
り
扱
い

が
変
わ
り
ま
す
。

　

法
定
外
公
共
物
と
は
、
道
路
法
、

河
川
法
な
ど
の
適
用
ま
た
は
準
用

を
受
け
な
い
公
共
物
を
い
い
、
代

表
的
な
も
の
と
し
て
「
里
道
」「
水

路
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う

ち
機
能
を
有
し
て
い
る
も
の
と
喪

失
し
て
い
る
も
の
と
で
管
理
が
分

か
れ
ま
す
。

▼
機
能
を
有
す
る
も
の

平
成
16
年
度
末
ま
で
に
町
に
譲
与

を
行
い
、
以
後
町
の
管
理
と
な
り

ま
す
。

▼
機
能
を
喪
失
し
て
い
る
も
の

平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
は
、
財

務
省
（
山
形
財
務
事
務
所
）
の
管

理
と
な
り
ま
す
。
境
界
確
定
や
売

り
払
い
な
ど
の
ご
相
談
は
、
山
形

財
務
事
務
所
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
財
務
局
山

形
財
務
事
務
所
管
財
課
（
☎
０
２

３
－

６
４
１

－

５
１
７
７
）

�
月
�
日
�
�
個
人
情
報
保
護

法
�
全
面
施
行
�
�
�
�

▼
だ
れ
も
が
安
心
し
て
Ｉ
Ｔ
社
会

の
便
益
を
享
受
す
る
た
め
の
制
度

的
基
盤
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護

法
が
４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ

れ
ま
す
。

▼
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
個

人
情
報
の
利
用
目
的
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
範
囲
内
で
取
り
扱
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本

人
の
同
意
を
得
ず
に
個
人
デ
ー
タ

を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
原

則
禁
止
さ
れ
る
ほ
か
、
安
全
管
理

措
置
、
従
業
者
や
委
託
先
の
監
督

な
ど
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

▼
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
に
開
示
等
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
は
、

そ
の
事
業
者
に
申
し
出
る
ほ
か
、

認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
や
地
方

公
共
団
体
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

の
苦
情
相
談
窓
口
な
ど
で
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
内
閣
府
国
民
生
活

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/

index.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
一
種
衛
生
管
理
者
免
許
試
験

受
験
準
備
講
習

▼
い
つ　

５
月
11
日
（
水
）
〜
13

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
11
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
）

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
（
山
形
市
）

▼
定
員　

１
０
０
人

▼
受
講
料　

１
万
７
７
８
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

（
た
だ
し
、
地
区
労
働
基
準
協
会

会
員
以
外
の
か
た
は
１
万
８
７
８

０
円
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
労

働
基
準
協
会
（
☎
０
２
３
８

－

21

－

５
６
７
８
）

鮎
貝
地
区
公
民
館
�
�
�
�
�

変
更
�
�
知
�
�

　

広
報
し
ら
た
か
２
月
22
日
号
お

し
ら
せ
版
で
掲
載
し
た
鮎
貝
地
区

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
、
次
の
よ

う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

�
高
岡
趣
味
の
作
品
展
�

（
３
月
30
日
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ　

鮎
貝
地
区
公
民

館
（
☎
85

－

２
３
４
２
）
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こ
の
度
、
農
林
水
産
省
主
催
に
よ
る

「
平
成
16
年
度
食
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、「
白
鷹
町
食

の
文
化
街
道
推
進
会
議
（
10
団
体
で

構
成
）」が
全
国
最
高
賞
で
あ
る
農
林

水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。
関
係

者
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
の
栄
え
あ
る
受
賞

を
契
機
に
さ
ら
な
る
ご
活
躍
と
地
域

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
ご
期
待
い

た
し
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣

旨
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

農
村
の
生
産
活
動
や
社
会
活
動
は
女

性
の
貢
献
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

今
後
の
農
村
地
域
づ
く
り
に
お
い
て

も
女
性
の
参
画
を
推
進
し
、
女
性
の

感
性
や
生
活
に
根
ざ
し
た
活
動
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

女
性
グ
ル
ー
プ
・
個
人
に
お
い
て
、

自
主
的
努
力
に
よ
り
地
域
の
特
産
物

を
活
用
し
た
起
業
活
動
等
を
通
じ
て
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
優
秀

な
事
例
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
全
国
最
高
賞
を
本
町
の
「
白
鷹

町
食
の
文
化
街
道
推
進
会
議
」
が
受

け
た
も
の
で
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
こ

に
至
る
努
力
に
改
め
て
敬
意
を
表
し

た
い
。
審
査
基
準
を
み
る
と
、
そ
の

価
値
の
高
さ
が
わ
か
る
。
基
準
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
地
域

の
食
の
保
存
・
開
発
活
動
、
②
地
域

の
食
材
の
活
用
と
生
産
振
興
、
③
地

域
住
民
の
受
け
入
れ
と
都
市
住
民
に

対
す
る
積
極
的
な
情
報
発
信
、
④
食

材
教
育
の
推
進
、
⑤
都
市
と
の
交
流
、

地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
な
ど
で
あ

る
。
ま
さ
に
食
を
基
準
と
し
た
地
域

の
ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適
性
）、
食
を
通

し
た
地
域
づ
く
り
の
コ
ン
テ
ス
ト
と

い
え
る
。
県
内
で
は
初
め
て
の
入
賞

で
あ
り
、
し
か
も
最
高
賞
で
あ
る
。

受
賞
に
際
し
て
代
表
者
は
、「
と
に
か

く
大
事
な
の
は
楽
し
く
や
っ
て
い
け

る
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
が
な
い
と
長

続
き
は
し
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

地
元
産
の
も
の
を
工
夫
し
、
自
分
た

ち
の
努
力
で
成
果
を
出
し
、
そ
し
て

メ
ン
バ
ー
の
か
た
が
た
が
楽
し
く
活

動
す
る
。
こ
の
こ
と
が
基
本
だ
と
感

じ
た
。
そ
し
て
、
審
査
員
の
か
た
が

た
の
評
価
は
、
食
に
関
し
て
の
部
分

と
と
も
に
、
他
市
町
村
と
連
携
を
図

っ
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
14
年
12
月
に
、
本
町
は
農
村

ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
全
国
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

こ
れ
に
続
く
快
挙
で
あ
る
。

　

本
町
は
、「
緑
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、

風
土
等
を
基
盤
と
し
、
ゆ
と
り
と
う

る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
居
住

快
適
性
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
自
主

的
な
地
域
づ
く
り
が
極
め
て
高
く
活

発
で
あ
り
、
食
を
通
し
た
女
性
を
中

心
と
し
た
地
域
づ
く
り
も
極
め
て
高

く
評
価
さ
れ
る
」
地
域
と
の
全
国
的

評
価
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
お
互

い
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
、
さ
ら

な
る
白
鷹
づ
く
り
と
自
己
実
現
に
努

め
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。
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　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
広　野　飯　鉢　忠　夫　78
萩　野　川　部　みよ子　70
中　山　沼　澤　さ　た　97
畔　藤　橋本 治右衛門　83
十　王　安　部　ち　ゑ　78
荒砥甲　鈴　木　ス　ミ　66
深　山　髙　野　清　吾　80
浅　立　沼　澤　ゑ　き 101
高　玉　木　口　富　子　51
荒砥甲　笠　原　ゑ　い　85
広　野　向　田　忠兵衛　85
浅　立　梅　津　志　づ　83
荒砥甲　菊　地　豊　次　87
鮎　貝　齋　藤　喜　 　57
中　山　布　施　　啓　　80
中　山　佐　藤　せ　い　97
滝　野　小　林　松太郎　82
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�
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�
白
鷹
町
食
�
文
化
街
道
推
進
会
議
�

農
林
水
産
大
臣
表
彰
受
賞
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

高　玉 今野 友　博 由
ゆ

　菜
な

直　美

横田尻 板垣 秀　樹 祇
し

　恩
おん

ル　ミ

十　王 菅井 拓　也 も　も繭　美

鮎　貝 樋口 政　和 陽
ひ な た

向汰順　子

荒砥甲 市原 征　洋 あかり春　香

深　山 髙野 　広 明
あか

　莉
り

美　樹

高　玉 片山 久　範 風
ふう

　歌
か

慶　子

広　野 金田 直　也 琢
たく

　夢
む

史　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（中　川　　満　　　高　玉
吉　田　亜希子　　荒砥乙

（川　部　茂　樹　　萩　野
樋　口　奈々絵　　南陽市

（髙　谷　剛　司　　十　王
三　浦　由香里　　鶴岡市

（五十嶺　恒　志　　十　王
竹　田　幸　子　　荒砥甲

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。


